
博之

昭和30年4月27日、秋田市太平山谷
に農家の次男として生まれ、地元山谷
小学校（閉校）、太平中学校、秋田工業
高校（定時制）を卒業後、秋田経済大
（現ノースアジア大）に進学し、卒業。
その後、16年間地元衆議院議員秘書
として政治を勉強させていただき、
39歳で県議会議員選挙に立候補、
初当選。 以来5期連続（18年）県議会
議員を勤めたあと、平成24年12月の
第46回衆議院議員総選挙に初出馬、
初当選。以来5期連続で当選。
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秋田から、未来を切り拓く。

website

物価高から暮らしを守るための大胆な減税を断行します。

50年続いた不合理な税負担を撤廃。
物流コストを下げ、家計を守ります。

手取りを増やす！攻めの経済対策

●

国民が豊かさを実感できる経済へ。 秋田は再生可能エネルギーのトップランナー。

ガソリン税・軽油引取税の暫定税率を完全廃止

所得税の基礎控除等を引き上げ、
働く意欲を阻害する壁を解消します。

●「103万円の壁」の打破

インフラ老朽化対策や防災を「投資」と捉え、内需を喚起し、
地域経済を活性化させます。

●危機管理投資の拡大

●再エネ先進県の取組み

インテリジェンス能力を世界水準へ。スパイ防止法の整備を
推進し、国家機密と先端技術を守ります。

●「国家情報局」の新設

●高度医療・創薬の強化

インテリジェンス能力を世界水準へ。スパイ防止法の整備をインテリジェンス能力を世界水準へ。スパイ防止法の整備を

日本発の革新的な薬や治療法を早期承認。
世界最高水準の医療を国民に提供します。

マイナ保険証や電子カルテの100%普及により、
検査の重複を防ぎ、窓口での手続きもスムーズに。

●医療DXの完遂

現場で働くスタッフの賃上げを強力に支援。AI・ロボット導入で
負担を軽減し、「辞めなくていい現場」を創ります。

●医療・介護現場の処遇改善サイバー・宇宙を含む新領域での優位性を確保し、抑止力を
高めます。重要土地や重要インフラを外国資本の脅威から守る
法的措置を講じます。

● 防衛力の抜本的強化・対日外国投資委員会の強化

経  済 洋上風力発電で産業集積産業・エネルギー 秋田の農業を守り抜きます農  業

人口減少時代でも、必要な医療が
　　　　　どこでも受けられる体制を守ります。

安心できる「医療・介護」体制の再構築医療・社会保障

自分の国は、自分で守る
主権と国民の生命・財産を、隙のない体制で守り抜きます。

国防・安全保障

県民の生命と財産、
　　　　　　そして暮らしを守る！
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秋田は再生可能エネルギーのトップランナー。
洋上風力発電で産業集積 秋田の農業を守り抜きます農  業

安心できる「医療・介護」体制の再構築

農業は国の基です。新たな食料・農業・農村基本計画に
基づき、生産基盤を強化し、農家所得の向上と食料安
全保障の確立を図ります。初動5年間で土地改良や施
設再編、スマート農業を集中的に推進し、別枠予算を確
保。規模を問わず担い
手を育成し、適正な価
格形成と米の安定供
給、水田政策の見直
し、中山間地域支援の
拡充で秋田の農業を
守り育てます。

子ども子育て・教育 すべての子どもに、学ぶ力と未来を
3.6兆円規模のこども未来戦略加速化プランを着実に
実施し、妊婦のための支援給付や児童手当の拡充等、
妊娠から子育てまで切れ目のない家族支援を実施し
ます。加えて経済環境による
教育格差の解消を目指し、
高校授業料無償化・学校給
食の抜本的な負担軽減な
ど、全ての子育て世帯への
支援を拡充し、安心して子
育てできる社会・質の高い
教育を秋田で実現します。

もとい

国が進めるGX戦略地域制度における
産業団地脱炭素化推進事業に応募し、
東北電力秋田火力発電所跡地に隣接
する秋田市飯島地区の北部工業団地に
立地を予定している秋田市主体のデー
タセンター集積型、秋田県主体の脱炭素
電源活用型の採択を、洋上風力発電立地地域の優位性を
活かしてその産業集積を支援します。

食料品の消費税０％を実現致します
（2カ年限定）


